
　2023年2月4日（土）午前11時30分より、新年祝賀会が3年ぶりに
ハンガリー大使館で開催され、猪谷専務理事の司会で始められました。
　初めに、パラノビチ大使から、次のご挨拶を頂きました。「コロナで
交流が途絶えておりましたが、3年ぶりに新年会を大使館で迎え
られたことに心より感謝します。日本とハンガリーの友好はコロナ

禍でも順調に進み、発展していることに感謝しています。今年ハンガリーは、Veszprémが
欧州文化首都となり、たくさんのイベントが開かれます。音楽や芸術の交流も進み、今年は
ハンガリーからもたくさんの観光客が来てもらえることを楽しみにしています。」

　次いで、清水理事長のご挨拶がありました。「2023年コロナ禍が明け、積極的な
活動が始まる中、理事長を拝命し気を引き締めております。友好協会の皆様と
ともに、ハンガリー友好協会を、文化・経済・交流などあらゆる点で発展させて
いきたいと思います。大使館、協会会員の方々、企業・大学関係・音楽芸術関係の
方々とともに、ハンガリーとの関係をますます発展させていきたいと思います。」
　さらに、鍋倉前理事長より「2019年の日本ハンガリー外交関係開設150周年の
種々の記念行事が成功裏に終了した直後から、コロナ感染が始まり、その後数年
間協会の活動が殆ど出来なかったのは非常に残念でした。清水新理事長は、
経済界に大変明るい方であり、多くの新機軸を打ち出されるものと大変期待
しています。」と述べられ、乾杯の発声をされました。

　その後、チェロとピアノの
演奏が行われました。演奏者
は、共にハンガリー国立リスト
音楽院に学んだピアニストの
和田さやかさん、チェリストの
唐沢安岐奈さんのデュオで、
エルガーの「愛の挨拶」から

穏やかに演奏が始ま
りました。バルトーク
の「6つの民族音楽」が
続き軽快なメロディー
が会場に響き、温かい
雰囲気に包まれたコン
サートは、ポッパー
の「ハンガリーラプソ
ディー」で明るく締め
くくられました。唐沢

さんの絶妙なトークもあり、新年会に相応しい華やかな時間となりました。
　後は、お楽しみのハンガリーの美味しいワインとお料理を頂きつつ、皆様と互いに久々に
交流でき、すばらしい1日を過ごすことができました。

３年ぶり ハンガリー大使館で新年祝賀会開催
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　ワインのテイスティングなどガストロノミー
的なプログラム、クラシックや民族音楽のコン
サート、ダンスパフォーマンス、レンガから靴の
展示会まで様々なテーマの展示会、映画上映
やストリートアートなども楽しめる1年間と
なる。プログラムの詳細は公式アプリ
VEB2023で（英語でも）確認・検索できるよう
になっている。

　多彩なプログラムの一角となっているのが
InterUrbánというシリーズであり、1年に渡っ
て世界29の都市の文化を2週間ごとに紹介す
る目的のプログラムが企画されている。9月
25日～10月8日までの2週間はヴェスプレー
ム市同様UNESCO音楽都市である日本の浜
松市の文化が紹介される。
　プログラムには映画上映、太鼓やクラシッ
クコンサート、茶会や風呂敷ワークショップな
どが予定されている。なお、InterUrbánプ
ロジェクト以外にも日本文化紹介プログラム
は数多く企画されている。
　日本ハンガリー友好協会の皆様、今年の
Veszprémはこの記事では伝えきれないほど
賑わっています。ぜひ足を運んでいただき、
Veszprémの輝きを体験してください。 
Pápai-Vonderviszt Anna　ハンガリー日本友好協会会員
Sudy&Co代表取締役社長　Veszprém 在住

 　バラトン湖の東のはしに位置する女王の街、
ユネスコ音楽都市Veszprém（ヴェスプレーム）
は2023年、ハンガリーで2回目の欧州文化首都
として選ばれた。（1回目は2010年のPécsで
あった。）

　Veszprémはハンガリーの建国を行った王、
イシュトヴァーン一世の奥様であったバイエル
ン公ハインリヒ2世の娘ギゼラ女王が愛して
いた町であり、そしてギゼラ女王の二代後の
女王の戴冠式もVeszprémで行われたため、
今でも「女王の街」という名で知られている。
女王ご自身が創立されたハンガリー最古とされ
ている大聖堂、数多くの女子修道院、大司教の
宮殿など宗教的な建物が多くある街である。
ユネスコ音楽都市として認定されている音楽
ライフが非常に盛んなこの街は、エメラルド
グリーンから水色まで天候により違った美し
さの青で輝く「ハンガリーの海」とも呼ばれて
いるBalaton（バラトン）湖からわずか10km
余り、そして冬にはウィンタースポーツが楽し
めるBakony（バコニ）山脈のEplény村から
20km弱に位置するため、コロナ後もハンガ

リーで最も人気の
ある地域の一つで
ある。
　今回バラトン湖
からバコニ山脈まで
広がるBalaton-Ba-
kony全地域が欧州
文化首都として開催

するプログラムのホスト地域となった。
　豪華なFestetics宮殿などで知られている
Keszthely（ケストヘイ）市からBakonyの山奥
の数多くの村まで文化的なプログラムで盛り
上がっている。
　プログラムは多彩であり、現地の文化から
他国の文化までの紹介を目的としている。

欧州文化首都2023年Veszprémの輝き

©Máhl Kornél

©Toroczkai Csaba
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　ハンガリーで最
初に長編映画を
手がけた女性と
して新たな脚光
を浴びるメーサー
ロシュ・マールタ

監督。社会主義体制下
の男性優位に、ヒロイン
たちは堂 と々抗議する。
恋はしても相手の保護は
まっぴらと言う『ナイン・
マンス』のシングルマ
ザーも、子どもがほしい

という思いを抱き続ける『アダプション／ある
母と娘の記録』（ベルリン映画祭金熊賞）の未
亡人も、夫たちに愛想をつかす『マリとユリ』
の2人も、みなメーサーロシュ監督の分身。
仏女優イゼベル・ユペールを迎えた『ふたりの
女、ひとつの宿命』は代理出産をめぐる堂々
たる三角関係メロドラマである。青春群像劇
『ドント・クライ プリティ・ガールズ！』のさわ
やかさもいい。子ども時代に両親と亡命した
ソ連で父がスターリニズムの粛正の犠牲に
なった自身の記憶を描いた代表作『日記』は
以前日本でも上映された。上映は、5月26日
より新宿シネマカリテほか、全国順次公開。

田中千世子（映画評論家）

　リスト音楽院で5年間も娘が学ばせて貰い、
ハンガリーの人々にお世話になったお礼がした
いと、友好協会設立準備会の名のもと1人で
開いた音楽会をきっかけに、いろんな人に助け
られ『石川ハンガリー友好協会』の設立に至り
ました。その後、小松空港にハンガリー航空
「マレブ」のチャーター便を2回に渡り石川に呼び
沢山の人をハンガリーにお連れし、ハンガリー
語教室や料理講習会、講演会や音楽会などを
開き、ハンガリーを紹介してきました。今年2月
10日には恒例の“新年会＆ハンガリーワインを
楽しむ会”が開かれ、三谷充会長の挨拶に
続き、皆で乾杯！盛り沢山のワインと料理をい
ただききながら、ヴァイオリンとヴィオラでバル
トークの音楽等を楽しみ、全員が一言ずつ
コメントしました。どなたも異口同音に「いく

　令和5年1月21日更埴
文化会館信州の幸あん
ずホールにてピアニスト
金子三勇士さん、クラリ
ネット奏者コハーン・
イシュトヴァーンさんに
よるデュオコンサートが
開催されました。この
コンサートが開催される
までにこんな様々な困難
がはだかるとは予想に
もしていませんでした。
旧上山田町時代から約

30年以上続けてきた草の根的交流の功績を
認めて頂き、東京オリンピックで千曲市がハン
ガリーのホストタウンとなりました。そして
ハンガリーの卓球連盟と協定を結び、オリン
ピック事前合宿等で滞在して頂く事になりま
した。千曲市民にハンガリーを知って頂く絶
好の機会に私達は喜び、更に華を添えて頂こう
と企画したのが金子三勇士さんのコンサート
でした。そんな矢先先ず襲ったのが2019年の
台風19号による大被害でした。会場を予定し
ていたあんずホールは川の決壊によりホール
全体が浸水。辛うじてピアノだけは足のみの
浸水で免れましたが、会場は暫く閉館となり
コンサートも延期に。再び日程を決めるも次は
新型コロナウイルスにより先の見えない延期
に…。ここから数年は企画するも感染者拡大
により延期の繰り返し、そしてやっとコン
サートが現実となったのが1月21日でした。
一曲目…会場がシーンと静まり返った中演奏
されたのが英雄ポロネーズ！ポーランドでは
敬意を表する場合にポロネーズを弾くそう
で、三勇士さんは、念願叶い開催された事へ
の感謝の意味で英雄ポロネーズを演奏して下
さいました。会場に響き渡る素晴らしい演奏
に会場に足を運んで下さった千曲市民も大感
激。スタンディングオベーション、鳴り止まぬ
拍手喝采は5年と言う長きに渡る困難が喜び
に変わった瞬間でした。                                                                           
会員　杉浦史子 千曲市ハンガリー友好協会                                

≪Mészáros Márta監督の映画 絶賛上映中≫

《石川ハンガリー友好協会と私》

≪千曲市ハンガリー友好協会≫
2020年東京オリンピックホストタウン記念コンサート

つも友好協会に入っているが、このハンガリー
友好協会だけは毎回参加したいと思う！」と
おっしゃるのは嬉しい限りです！                                                             
会員　石本孝子 石川ハンガリー友好協会発起人

©National Film Institute 
　Hungary Film Archive
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　2023年3月12日（日）、北区王子の北とぴあ、
さくらホール（1300名）におきまして、パラノ
ビチ・ノルバート駐日ハンガリー大使のご臨席
をいただき、NPO法人日本オペレッタ協会
45周年記念公演、ヨハン・シュトラウスの名作
オペレッタ『こうもり』は、大変な評判をいた
だきまして、大盛況となりました。これも駐日
ハンガリー大使館をはじめ日本ハンガリー友好
協会の皆さまのおかげと深く感謝を申し上げ
ます。

　オペレッタ協会では、オーディションで選ば
れ、本公演でデビューの若手2名とベテラン
の歌役者達でキャスティングされ、魅力ある
配役で公演できましたことは大変喜ばしいこ
とでした。公演後寄せられた反響にも、大変
待ち望み、素晴らしかったとのお声を頂きま
して、正直ほっと胸を撫で下ろしているとこ
ろです。また、世界的に大ヒットの『ヴェル
サイユの薔薇』の作家であり、ソプラノの池田
理代子さんと、オペレッタ協会を代表するプリ
マドンナの宇佐美瑠璃さんのゲスト歌手出演
は正に大輪の華を添えて下さいました。
　世界中、オペレッタのファンには高齢者
（大人）が多いのは何故か？オペラ・セリアと
同じように、虚実があり、裏切りがあり仕
返しがあり、喜びや悲しみがあり、しかし
ながら、ハッピーエンドがお約束のオペレッタ。

大人ほど人生はそ
うばかりではない
と知っています。
だからこそオペレッ
タの中にある光と
本当の優しさを求
めるのではないで
しょうか。

　ハンガリー大使の温かいお祝いの言葉に
感謝と謝意を。
　ありがとうございました。

会員 田代誠
MARCO PRODUCE♪主宰 テノール歌手

NPO法人日本オペレッタ協会理事長

熱狂！ヤヴォルカイ兄弟
～華麗なるロマ音楽の世界～

NPO法人日本オペレッタ協会
45周年記念公演「こうもり」

　2023年2月22日～26日
「第25回リスト音楽院セ
ミナー」が札幌コンサート
ホールにおいて開催され
ました。オーディション
選抜でピアノ25名、チェ

ロ13名（8組）が受講生となり、ピアノをI.ラン
トシュ教授、G.ファルカシュ教授、B.レーティ
教授、チェロをM.ペレーニ教授が担当。ペ
レーニ教授とラントシュ教授による演奏会、
前々回最優秀受講生のコンサート、レーティ
教授の「特別レクチャー＆公開レッスン」も
開催されました。受講生コンサートでは、
ピアノの小野寺 拓真さん（札幌開成高校）が
最優秀受講生に選ばれ、来年の「ブダペスト
春の音楽祭」に出演予定です。渡辺 彩乃さん
（東京藝術大学院）に特別賞が贈られました。
ラントシュ教授が次世代への引継ぎを表明
され、歴史と未来を繋ぐスピーチは、ラスト
コンサートでの異次元のハイドン演奏と共に、
皆の記憶に深く刻まれました。四半世紀に
渡り日本で伝授された教えに深謝です。

会員 谷本聡子

第25回リスト音楽院セミナー

　 2023年3月17日東京オペラシティコンサート
ホール・タケミツメモリアルにて、光藍社主催
ヤヴォルカイ兄弟によるヴァイオリン・チェロ・
ピアノによるコンサートが開催されました。
F.リスト作曲のハンガリー狂詩曲第2番の演奏

で開演すると、
ホール内には引
き締まったハン
ガリーメロディー
が次々と繰り広
げられ、心地
よく艶のある音
色に包まれまし
た。しっとりと
優雅な世界に

浸ったかと思うと、時にはジャズ風にアレン
ジされたり、観客の私達も手拍子で会場
一体となります。お気に入りのリベルタンゴ
の演奏では、まるで舞台上にダンサーが踊っ
ているかのような空間が現れ、様々な表情で
聴かせてくれる「ロマ音楽」の素晴らしさを
堪能した、忘れられないコンサートとなりま
した。

会員 織家久代
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ハンガリー語講座　生徒さんの声

サークル会員紹介

日本ドナウフォトクラブ

　当クラブは、2011年 4月に写真好きな友
好協会の有志たちで結成され、会員は現在17
名、そのほか、海外に名誉会員がハンガリー
に2名、ルーマニアに1名います。毎月、第４
土曜日の午後に、友好協会事務所で定例会
（サロン）を開催し、撮影会作品や自由作品を
合評し、デジタルフォトの勉強などを行って
います。そのほか、総会を毎年6月に、撮影会
も近場や一泊で実施しています。
　ハンガリー撮影旅行は2016年と2019年の
二度行い、現地で写真展も開催しました。　
　2019年8月には、日・ハ150周年を記念した
写真展「魅惑の国・ハンガリー」を、2021年
10月には、10周年記念写真展を開催しました。
会員が撮影したハンガリー写真は、友好協会の
ハンガリーイベントやデパートでのハンガリー
フェスティバルに展示し、また、大使館の2階
フロアーに半年間展示されました。ご興味の
ある方、一緒に写真ライフを楽しみませんか。

（連絡先）会長：田崎龍一
rjuicsi@ybb.ne.jp  080-5429 - 6152

筒井ハンガリー刺繍資料室

　私筒井がハンガリー留学中、週末毎に友人が
車で様々な地方のフォークロア見学に案内して
くれ、ハンガリー全土の豊かな手工芸、特に
刺繍を見学したり習ったりする事が出来ました。

　日本に帰国後、ハンガリー刺繍を学ぶ人が
利用出来る資料室をオープン、日本・ハンガリー
両国間の文化交流活動を行なってきました。
　ゲンツ・アルパード前大統領を名誉総裁と
して1991年日本文化使節団40名と共にハン
ガリー各地で東京フェスティヴァルを開催して
日本文化を紹介。 2015年ハットヴァン市長
より表彰される等活動の成果を評価されて
参りました。
　当資料室はハンガリー刺繍を学ぶ方々が
より理解を深める為の資料、ハンガリー語の
資料や写真の載った書物、刺繍の見本等を
揃えております。当資料室がハンガリー刺繍の
伝統を継承していく役割の一端を担えるよう
活動しています。　　　　 主宰・筒井はるみ

　40年の歴史のある友好協会ハンガリー語講
座、現在の講師はバログ・マールトンさんと
大島一さんです。生徒さんの声をご紹介します。
＜研究科（金曜）月2回＞
＊細々とハンガリー語の講座を続けてきて、
20年以上経ちました。全員元気でコロナを乗り
切れました。2週間に1回この部屋で先生や
皆に会えるのでとても嬉しいです。
＜中級クラス（火曜）月４回 オンライン＞
＊子供の頃合唱団の演奏旅行で訪れた時、
ハンガリー語の歌は歌えるのに、ホストファミ
リーと話が出来ず、もどかしかった。その時の
「いつか勉強したい！」を今叶えています。
＊ピアノが専門でバルトークの作品が好きな
ので、ハンガリー民謡を理解したくて習い始め
ました。クラスの雰囲気も良く会話や読解が
出来るようになり楽しいです。
＊2014年に現地に留学して以降、はじめて
本格的にハンガリー語を勉強し、回を重ねる
ごとにハンガリー語を思い出し、さらに、成熟
したものにしたいと思っています！
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ハンガリー在勤の思い出

　かつて私は在ハンガリー日本大使館に、
勤務しました。本稿では、1989年のハンガリー
の体制転換前の日本・ハンガリー間の主な交流に
ついて、記します。
　政治関係では、戦後初めて 1966 年に、
三木武夫外務大臣がハンガリーを、1973年に
は、ぺーテル・ヤーノシュ外務大臣が日本を
訪問しました。また、藤山愛一郎元外務大臣
を始め、国会議員の方々が、視察のため、
来訪しました。
　経済関係では、日本ハンガリー経済クラブ
が、貢献しました。会長には、堤清二元西武
流通グループ代表や、大屋晋三元帝人社長が
就任しました。
　文化関係では、新藤兼人監督の映画「裸の
島」（音羽信子主演）が、「貧困の中の幸せを
描いた」として、賞賛されました。また、
「忠臣蔵」に基づくオペレッタ「侍の忠誠」が
上演され、「忠誠心は評価する」との新聞の
批評がありました。
　音楽関係では、国際指揮者コンクールで、
小林研一郎氏が優勝、アンコールで、ハンガ
リーと由緒のある「ラデッキー行進曲」を指揮
し、喝采を浴びました。ハンガリーからは、
ピアニストのシフ・アンドラーシュ氏を始め、
多くの音楽家が訪日し、好評を博しました。
　文学関係では、日本で初めてハンガリー語
辞典を編纂した今岡十一郎氏、ハンガリーに
留学した徳永康元東京外国語大學教授や岩崎
悦子氏、長期間ハンガリーに滞在した羽仁
恊子氏は、ハンガリーの文学作品を翻訳しま
した。また、ブダペストのジャーナリスト・
スクールで研修した池田郁夫氏（元恒文社
社長、元当友好協会理事長〉は、ハンガリー
関係の書籍を出版しました。
　他方、スポーツ関係では、1960年代に、
外務省は、ハンガリーの柔道選手を指導する
ため、醍醐敏郎師範を派遣しました。現在、
ハンガリーの柔道選手は、オリンピックで、
メダルを獲得する等活躍しています。
　終わりに、親日のハンガリーの益々のご発展
を祈念いたします。〈了〉

小平功（日本ハンガリー友好協会元理事）

『中欧・東欧文化事典より』

　　このコーナーでは、『中欧・東欧文化事典』
から、ハンガリーを執筆した40名近い方々の
項目を順次選び皆様にハンガリーまめ知識を
提供しております。今回は、コシュート・ラヨシュ
（Kossuth Lajos：1802-1894 ）（羽場久美子）
です。

　コシュート・ラヨシュ
は、1848年、オースト
リア帝国からハンガ
リーの独立をかかげて
戦った、ハンガリーの
英雄であり、今でも
高く評価されている。
しかし彼は当時、王
国に住む少数民族を
ハンガリー国民とみな

し彼らの自立を認めなかった。故に欧州で
最も長く続いた革命政権でありながら、最終
的に、領域内の非ハンガリー人の反乱と帝国
軍およびロシア軍からの板挟みに会い、敗北
した。
　コシュートは、ゼンプレーン県の小貴族の
家に生まれ、ドイツ人、スロヴァキア人、ハン
ガリー人という多民族の血を持ち、ペシュト
大学で法律を学び「ペシュト新報」でハンガリー
民族とハンガリー語化を鼓舞した。1848 年
3月のパリ革命に際し、フランス革命の「国民
国家」の理念に共感し、強い愛国心をもって
帝国からの独立を望んだ。彼は国防軍を率
いてブダペシュト城を奪還し、欧州で最も
長期に革命政権を持続させた。しかし「ハン
ガリー国民の国家」の実現を望みルーマニア
人やスラヴ人の自治権を認めなかったため
少数民族の離反を招きロシア軍の介入により
敗北した。
　敗北後は、イギリス、アメリカに亡命し、
アメリカでは民族独立の革命家として熱狂的な
支援を得た。その後トリノで、革命の教訓を
生かし、少数民族も取り込んだ「ドナウ連邦
構想」をクラプカらと考案した。しかし帝国内
諸民族、特にスラヴ民族の影響力拡大を恐れ
た政府により、1867年デアークらがオースト
リアとの「妥協」を行い、オーストリア＝ハン
ガリー二重君主国となった。
　国会議事堂広場のコシュート像は、今も
ハンガリー民族を鼓舞するように立っている。
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新規入会者のご紹介（2023年）
金井俊文・千織（群馬県）

カンパ協力者氏名　（敬称略）

12月
2022年

佐藤秀彰（山形県）

1月
2023年 永岡信幸（東京都）、美馬和男・富枝（東京都）、

渡辺真美（東京都）、清水祥之（東京都）、
徳田政太郎（岡山県）、児玉安司・邦子（東京都）、
松本勉・有理江（神奈川県）、古川隆（東京都）、
髙橋良彰・繁子（山形県）

カンパを頂きましてありがとうございます。金額につきましては、
カンパそのものを多とさせて戴きまして、不掲載と致します。

2月
2023年 城戸顯子（東京都）、島村隆一（東京都）、

石嶋弘（愛知県）
3月 城戸顯子（東京都）、床坊千絵（石川県）

（敬称略）

総会・懇親会のご案内

参加申込方法：同封の返信用葉書に参加者氏名を明記（法人会員の場合は会社名も）の上、6月
16日必着で申込願います。 欠席の場合も委任状が必要ですから欠席に〇をして必ず投函願い
ます。

年に一度の総会・懇親会を下記の通り開催いたします。
何卒こぞって参加いただきますようお願い申し上げます。

開催日時 2023年6月24日（土）
　総  会　11：00～12：00　　懇 親 会　12：00～14：00

会　　場 城西大学東京紀尾井町キャンパス1号棟 東京都千代田区紀尾井町3-26
（同封の総会案内状記載の地図をご参照ください。）
電話 03-6238-1300 地下1階ホール（総会・ミニコンサート） 地下1階食堂（懇親会）

議　　題 １） 2022年度活動報告　２） 2022年度決算報告
３） 2023年度活動方針　４） 2023年度予算　５） 役員人事 他

会　　費 1名につき 6,000円（当日集金）

2023年度会費納入のお願い
いつもハンガリー友好協会の活動にご理解・ご支援戴きまして有難うございます。
さて、2023年度の会費納入の時期になりましたので、同封の「ゆうちょ振込取扱票」にて会費納入をお願い致します。
振込取扱票には 必ずご氏名、ご住所、電話番号及び電子メールアドレスをご記入願います。
会費3年未納の方は会員資格喪失になりますので必ずお支払い願います。

編 集 後 記

今年2023年2月にはようやく会員の皆様に対面でお集まりいただき、新年会を開くことができま
した。久しぶりに大使館をお借りし、大使のご挨拶、前理事長・新理事長のご挨拶、すばらしいチェ
ロとピアノのコンサートなど、盛りだくさんの会が開けました。心より感謝申し上げます。久々に
お会いした皆様方のお顔は輝いておられ、トカイワイン、ハンガリーの様々なワイン、グヤーシュや
ハンガリー料理に舌鼓を打ちながら久々の交流を楽しみました。6月の総会では城西大学をお借りし
多くの方々に御参加いただく予定です。皆様との交流を楽しみにしております。
　尚、編集委員会が一新されました。数々の美しい写真で会報を飾って下さるドナウフォトクラブの
田崎さん、ハンガリー医科大学の中谷さんに加わっていただき、ホームページ
の刷新、会報のオンライン化を含め充実する予定です。長年会報を担当して
下さった粂栄美子理事には、一同、心より感謝申し上げます。来年からは、
会報オンライン化への移行が行われます。移行期の紙媒体を希望される方は、
広報委員会（友好協会）までご連絡ください。どうぞよろしくお願いいたします。
広報編集委員会：羽場久美子、東孝江、田崎龍一、萩原叔子、中谷治芳、佐々波浩一

1月



https://hungary-wine.com/
ハンガリーのワインとはちみつにこだわり約30年。
ハンガリーワインの取り扱い種類は国内最大級！


